
目指す学校像

重点目標

学校運営協議会での評価

実施日　令和６年３月７日

職員 保護者
学校運営協議会の委員からの

意見・要望・評価等

1
学校教育目標「自立と貢献」の実現を目指し、生徒の育成に
努めている

96.1 97

2 小学校との連携を推進し、小中一貫教育に努めている 88.5 81.8

3
学習内容が身につくよう、学習規律を定着させ、わかりやす
い授業、楽しい授業をしている

100 88.4

4 生徒が家庭学習に取り組めるよう指導している 96.1 85.7

5 保護者・地域に学校の取組や教育活動を伝えている 96.1 95.1

6 家庭への連絡や相談など、意思疎通を図ろうとしている 100 91.5

7
生徒がだれとでも仲良く生活し、いじめや不登校がないよう
努めている

96.2 95.1

8
学級活動や生徒会活動、学校行事などを通して、生徒の心の
育成をしている

96.1 98.4

9 校舎内外の施設設備などが安全に使用できるようにしている 100 97.3

10
生徒に登下校時の交通安全など、安全安心な学校づくりに努
めている

100 92.6

　 ※達成度  ： 「A」ほぼ達成(評価結果の全てが8割以上)　・「B」概ね達成(評価結果の全てが6割以上)　・「C」変化の兆し(評価結果の全てが4割以上)　・「D」不十分(評価結果の全てが4割未満)

　　　　　　令和５年度　学校自己評価システムシ－ト　　　　日高市立高麗川中学校

できないをできるに変え、夢ある未来を拓く学校

１）主体的・対話的で深い学びによる学力の向上　２）生徒指導・教育相談の充実　３）授業力・指導力の向上　４）コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の推進　５）特別支援教育の推進

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標 年度評価　(令和６年１月１５日現在)
「学校運営協議会での評価」

を受けて

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
Ａ＋Ｂの割合

目標の達成状況
達
成
度

 　 次年度への課題と改善策
   ・次年度へ継続する課題
   ・改善していくための方向性

「次年度の課題と改善策」に
係る変更点や追加事項等

（※変更点や追加事項等が
ない場合は空欄）

組織運営
の充実

（小中一貫の
視点）

・積極的な情報提供に
よる、学校教育目標の
周知と共有
・小中合同研修会の実
施による小中一貫教育
の推進

・市主催のイベント等に多数の生徒が
ボランティアとして参加した。スタッフや
参加者の方々から感謝の言葉をたくさ
んいただいた。
・あいさつ運動、歌の交流会、ふるさと
科（おもちゃ作り、オリジナル高麗鍋）
等、小中学校の児童生徒が相互に活
動や発表をし、学び合う場面を設定し
た。

Ｂ

・各種行事や教育活動の目的と学校教育
目標のつながりを一層明確にし、実践を
積み重ねる。
・学校課題研究の発表を契機に、小中交
流事業を全学年に広げていく。また、小中
一貫の系統性を重視しながら、９年間を
見通した指導の充実を目指す。

・あいさつ運動は、今後も継続をしてほしい。
（児童・生徒のみなさんからのあいさつは大変
気持ちがよいです。）
・小中共同の活動は、いろいろな制約があるな
か少しずつ進んでいると思うが、保護者には
わかりにくいのでもっとアピールしていくことが
大切である。
・学校運営協議会と協働本部が小中連携にど
うかかわっていけばいいのか模索している最
中で、明確化していくことが必要である。

・たて割り班活動（昔遊びや全校遠足）な
ど、新たな小中交流事業を展開していく。
・市主催イベントのボランティア参加や、公
民館主催行事等の地域行事に積極的に
参加をすることで「自立と貢献」の具現化
を図る。
・再来年度に迫る分離型小中一貫校の開
設準備を推進していく。

・メールを利用して、不審者情報などを配信
することは、大変効果的であると思う。今後
は、こんなことに困っているので手伝って欲
しいというような配信をしてもよいと思う。で
きることがあれば、協力したいという人がい
るのではないか。
・三者相談では、生徒の前で保護者が話せ
ない時などあると思うので、二者面談の相談
日があってもいいと思う。

・１１月の三者相談を希望すれば二者相
談も選べるような選択制を検討する。

基礎学力
の定着

・主体的・対話的で深
い学びを目指した授業
研究会の実施
・自主学習への意欲付
けによる家庭学習の習
慣化

・埼玉県学力・学習状況調査から本校
の実態を分析し、学習効果を高めるた
めの授業技法について職員研修を実
施した。
・自主学習ノートを配布し、生徒自身が
テーマを決めて取り組んだり、予習・復
習に取り組んだりして、家庭学習の習
慣化を図った。

Ａ

・生徒同士が学び合う機会を大切にする
とともに、学力向上に相関の高い活動の
研究を進め、一層の授業改善に努める。
・タブレット端末による、個別学習システム
を活用し、基礎学力の定着を図る。また、
自主学習室の設置等、生徒が主体的に
学びに向かうための支援をしていく。

・学習効果を高めるための授業技法について､
職員研修を実施していることは、大変意義の
あることである。
・保護者と先生の評価の差が気になる。生徒
は、家庭学習で何を行っているのか、保護者
は知らないのではないか。保護者が何を求め
ているのか把握する必要がある。
・生活や実体験と直結するような指導を行う
と、生徒も興味がもちやすくなると思う。

・生徒とともに過ごす時間を大切にし、
温かな見守りと見届けに努めた。登校
の安定しない生徒の支援者として、面
談や家庭訪問を実施し、外部機関とも
連携を行った。
・コロナの５類移行もあり、各行事の充
実が図られ、生徒の心の育成ができ
た。

Ａ

・定期的ないじめアンケート、交換ノートの
他、日常の些細な行動変容を見逃さず、
全教職員が全生徒について情報共有を
行い、見守りと見届けを行う。
・道徳、人権教育の一層の充実を図り、
生徒一人一人にやりがいと居場所がある
よう環境を整備する。また、自尊心を育む
行事となるように、一層の工夫をしてい
く。

・生徒と共に過ごす時間を今後とも大切にし
てほしい。
・道徳の授業でタブレットを使って様々な人
の生き方を見せるなどして、生徒により深く
考えさせる授業を展開していてすばらしいと
思った。
・地域と一体で、「心の居場所」のような、何
か話したり、ふれあえたりする場を作っても
いいと思う。

・学校課題研究でまとめた、各教科の系
統的、横断的な結びつきを活用し、小学
校から中学校への学習内容をスムーズに
引き継ぎ、９ヶ年を見通した教育課程を具
現化する。

保護者や地域
との連携
（コミュニ
ティ・スクー
ルの視点）

・各種便り、メール等
による情報発信
・学校公開の実施
・共感と傾聴を大切に
した三者相談の実施

・定期の学校だよりやメール配信のほ
か、体育祭、合唱祭、開校記念高麗川
中の日の授業参観・講演会、学校公開
週間等を開催した。昨年と比べ大幅に
参観する機会を増やすことができた。
・三者相談や個別相談を通じて、保護
者との意思疎通を図るとともに、地域
の声を誠実に受け止め、迅速な対応
に努めた。

Ａ

・保護者が参観できる機会を増やすととも
に、学校の様子が伝わるように各種たよ
りやホームページ等の配信を工夫してい
く。また、保護者アンケートについては
Webの活用を推進し、一層のペーパーレ
ス化を推進していく。
・保護者、地域の声は、学校全体で共有
し、全職員が共通理解のもとで、真摯に
対応していく。

・生徒のわずかな変化を見逃さない教
員集団をつくるためには、教員の心の
ゆとりが不可欠である。教員が本来の
業務に集中できる環境を整えるために
も生徒指導や教育相談に力を入れてい
く。

安心安全
な教育環境

・施設設備の月点検、
日常点検の実施
・定期的な自転車点検
や学期末ごとの交通安
全指導、年度当初の交
通安全教室の実施

・定期点検を確実に実施できた。修繕
箇所は、教育委員会の協力を得て、迅
速に対応を行った。
・定期的な自転車点検を確実に実施す
ることができた。また、スケアード・スト
レイト教育手法による自転車交通安全
教育を実施し安全な行動への意識を
高めることができた。

Ａ

・複数の目による確実な定期点検を今後
も実施し、安全安心を第一に潤いのある
環境を整える。また、生徒が主体的に行
動できる避難訓練の実施に向けて計画・
立案をしていく。
・自転車事故が数件発生していることか
ら、定期的な自転車点検と交通ルールの
指導を実施していく。また、ヘルメット着用
の啓発を行っていく。

・いつ訪問しても学校内の整備がされていて好
感がもてる。
・スケアードストレイト教育手法は、とてもよい
ことだと思います。話だけよりも目で見て感じる
ことでより注意すると思います。
・自然災害が多いこの頃、中学生として行動で
きる訓練を立案していただきたい。
・ハード面についてバリアフリー化の議論を進
めるべきである。

・消防署や公民館等の協力や助言をいた
だきながら、生徒自身が自分で判断し安
全確保・避難ができるような、訓練プログ
ラムを作成し、実施をしていく。

社会性・
人間性
の育成

・いじめアンケート、
生活アンケートの実施
による実態把握
・生徒が主体となり活
躍できる行事の実施


